
中
世
に
環
濠
集
落

今
井
町

を
造
る
た
め
尽
力
し
た
、
一
向
宗
徒
で
同
町
有
力
者
の

今
井
兵
部

に
ち
な
ん
だ
地
名
で
す
。

明
治
二
二
年
の
市
町
村
制
施
行
に
伴
い
今
井
町
と
小
綱
村
が
合
併
し
て
、
新
し
い
自
治
体
の
今
井
町

が
発
足
し
て
い
ま
す
。
発
足
当
初
に

今
井

と

小
綱

の
二
大
字
だ
っ
た
の
が
、
鉄
道
開
通
（
近

鉄
橿
原
線
）
で
東
西
に
分
け
ら
れ
て
い
た
町
の
東
部
を
、
昭
和
一
五
年
に
大
字

兵
部

と
し
て
三
大

字
と
な
り
ま
す
。
昭
和
一
二
年
に
実
施
さ
れ
て
い
た

今
井
都
市
計
画

で
、
こ
の
大
字
・
兵
部
に
住

宅
建
設
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
今
井
町
が
近
隣
六
か
町
村
と
共
に
昭
和
三
一
年
、
橿
原
市
を

発
足
さ
せ
今
井
・
小
綱
・
兵
部
の
現
三
町
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

隣
接
す
る
四
条
町
に
昭
和
二

年
、
県
立
医
学
専
門
学
校
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
現
在
の
県
立

医
科
大
学
へ
発
展
し
同
大
学
付
属
病
院
も
設
置
さ
れ
ま
す
。
病
院
正
門
前
に
当
た
る
兵
部
町
に
商
店
・

飲
食
店
な
ど
が
立
ち
並
び
現
在
の
町
景
観
が
整
い
ま
し
た
。

町
の
東
北
側
を
飛
鳥
川
が
湾
曲
し
な
が
ら
流
れ
て
い
ま
す
。
両
岸
堤
防
に
桜
の
古
木
が
立
ち
並
ん
で

お
り
春
に
な
る
と
、
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
形
成
し
て
多
く
の
市
民
や
観
光
客
を
集
め
て
い
ま
す
。

か
つ
て
飛
鳥
川
の
清
流
に
屋
形
船
が
行
き
交
い
、
船
上
か
ら
の
花
見
や
ア
ユ
釣
り
を
楽
し
ま
せ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

今
井
兵
部
に
ち
な
み
町
名


